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　新春大石田かるた大会が、１月１５日（日）に大石田中学校「体育館」で開催されました。
　大石田かるたは、町内の小・中学生に町の観光名所や偉人など様々な“良いところ”を知ってもらおう
と制作されたものです。老若男女問わず、家族や仲間内でも楽しめることから、町では昨年から「新春大
石田かるた大会」を開催しています。
　この日は、町内の園児から大人まで８１人が参加し、白熱した戦いを繰り広げました。大変多くの皆さん
にご参加いただきまして大変ありがとうございました。大会結果は下記のとおりです。
　また、今大会の開催に際して、多くの町内企業・事業所の皆さんから入賞賞品のご協賛を賜りましたの
でここで紹介します。

（敬称略）

大会結果　Tournament Results
ジュニアの部 一般の部

優　勝 横尾　明珂里（南小） 優　勝 栗田　蒼生　（大中）
準優勝 伊藤　怜　　 （南小） 準優勝 長瀬　心空　（大中）

第３位 八鍬　果穂　 （南小） 第３位 笹金　拓矢　（大中）
柏倉　紗希　 （北小） 久龍　花怜　（地域おこし協力隊）

ジュニアの部（未就学児） ファミリーの部
優　勝 寺嵜　莉寧（ふたば保育園） 優　勝 髙橋　理恵・来輝（親子）
準優勝 小内　晴太（ふたば保育園） 準優勝 　横尾　真佑・明珂里（親子）

第３位 栗田　尋木・喜生（親子）
小内　英海・季依（兄弟）

団体の部
優　勝 大中のＡＴＭ（栗田蒼生・笹金拓矢・長瀬心空）（大中）
準優勝 チーム協力隊（久龍花怜・土田徹奈）（地域おこし協力隊）

第３位 ひま～ず（大山凛久・齋藤美月・寺嵜結恵）（大小）
南小５年ALL STARS（奥山凛耶・柳橋昊・八鍬栞）（南小）

協賛企業　
Introducing our sponsors

大石田かるた絶賛販売中！大石田かるた絶賛販売中！

企業・団体名
株式会社大石田町地域振興公社 様

農業法人大石田漬物組合 様
いげたや庄司醸造株式会社 様

KOE no KURA（こえのくら） 様
株式会社最上川千本だんご 様

株式会社ブリッジ（次年子窯） 様
みちのく村山農業協同組合 様
大石田町新作物開発研究会 様
株式会社うろこや総本店 様

新春大石田かるた大会新春大石田かるた大会

■教育文化課　生涯学習グループ（虹のプラザ内）
　☎３５－２１１１（内線６１３）

第第２２回回

（順不同）

１部１,000円（税込み）で
虹のプラザ事務室で販売しています。
・コロナ禍で外出できない時
・家族で手軽に遊べる道具が
　欲しい時　etc…
ぜひお買い求めください！
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㈱ 桐 井 電 気 工 業 が
交通安全優良事業所表彰受ける

尾花沢市大石田町環境衛生事業組合で
車両一体型給水タンク車など配備

今年で３年目 ジャパンクリエイト㈱が
町 に 消 毒 液 を 寄 贈

山大生が雪問題解決のアイデア提案・
除雪のボランティア活動行う

の度、株式会社桐井電気工業（早坂真輝代
表取締役）が、グランドヒル市ヶ谷（東京

都）で開催された第６３回交通安全国民運動中央大
会において、（一財）全日本交通安全協会から、
交通安全優良事業所表彰を受けました。これは、
同社が多年にわたり交通安全対策を積極的に推進
し、交通事故の防止に尽力された功績が評価され
たものです。
　大変おめでとうございます。

の度、尾花沢市大石田町環境衛生事業組合
（結城裕管理者）では、車両一体型給水タ

ンク車など２台の公用車を新たに配備しました。
一度に３，０００リットルの水を運ぶことができ、エ
ンジンと電気で動くポンプが搭載されており、毎
分２００リットルの圧送給水や、高さ３０メートルの
高所まで水を送ることができます。
　車両の安全祈願式に出席した結城管理者は、「当
組合には生活に欠かすことのできない水を住民の
皆さんに届ける責務があります。万が一の災害に
備えて引き続き体制を強化していきます」と話し
ていました。

ャパンクリエイト株式会社（柏倉巧代表取
締役）が１月２３日（月）に役場を訪れ、消毒

液約７２リットル（一斗缶×４缶）を寄贈しました。
これは、柏倉代表の「子どもたちが元気に過ごせ
るように」との思いから実施されたもので、令和
２年度から毎年寄贈いただいています。
　寄贈いただいた消毒液は町内の小中学校で活用
させていただきます。
　大変ありがとうございました。

が抱える雪などの問題を解決しようと、山形
大学の学生によるアイデア発表会が１月２２日

（日）に虹のプラザ「中会議室」で行われました。山
形大学とは、平成２７年に地方創生に関する連携覚書
を締結し、雪の問題や若者の町への定着などをテー
マに学生と地域住民との交流事業を行っており、昨
年も同様の発表会を行っています。発表会に参加し
た学生たちは、「雪室の利用を推進して雪の利活用

と除排雪経費の削減を目指す」や「雪上花火大会を開催して集客を図る」、「雪下ろしが不要になるダミー
屋根や新素材を開発する」など雪問題の解決案を提案していました。
　また、午後には大石田駅前駐車場の除雪や雪灯ろう作りのボランティア活動を行いました。学生たちは、
町内で除雪ボランティア活動を行う「スノーバスターズ」のメンバーから指導を受け、慣れない除雪に苦
戦しながらも次々と雪を片付けていました。
　観光で駅を訪れた神奈川県の男性は、学生が作成した雪灯ろうを見て「駅から出たら雪灯ろうがあって
驚きました。映えスポットになって良いと思います」と話していました。

町

ここ ジ

認知症を正しく理解しよう
形大学医学部の森岡大智助教を講師に招い
た認知症講座が、１月２３日（月）に虹のプラ

ザ「中会議室」で行われました。この講座は、町
民の方に認知症を正しく理解して予防に役立てて
もらいたいという考えから昨年度から町が開催し
ているものです。
　認知症は「アルツハイマー型認知症」と「レビー
小体型認知症」の２つに分けられ、それぞれで症
状が異なります。正しい知識を身につけることで、
認知症を予防（認知症になるのを遅らせる、進行
を緩やかにする）することが可能です。有酸素運
動の習慣を取り入れたり、野菜や果物の多い健康
的な食生活を送ることなど手軽に始められること
もあります。「認知症かな」と思ったら、保健福
祉課介護保険担当にご相談ください。

町にルーツがあるペルーの若者
と大中生徒が交流深める

石田町にルーツがあるペルー山形県人会の加
藤・マルティネス・キミ・アレハンドラさんが、

１月２５日（水）に大中を訪れ、生徒と交流しました。
　加藤さんは日系ペルー人４世で、曾祖母が大石田
町出身。祖母や昨年他界した祖父と一緒に来日し、
曾祖母の故郷である大石田町に来ることを夢見て過
ごしてきました。
　この日は、加藤さんを歓迎しようと大中の１年生
が町の美味しい食べ物や観光名所などを紹介する寸
劇を披露しました。生徒の寸劇では、あいさつやセ

山

大

リフなど各所でペルーの公用語のスペイン語が使用され、加藤さんへの「おもてなし」を考えた工夫が凝
らされていました。加藤さんは「一生懸命に準備してくれてありがとう」と感謝を述べました。
　寸劇の後には、加藤さんが母国ペルーの観光名所や食べ物を勉強中の日本語で紹介しました。有名なマ
チュピチュ遺跡やナスカの地上絵のほか、ペルー名物のクイ（モルモット）料理などが写真を添えて紹介
されると、生徒たちからは日本との違いに驚きの声が上がっていました。
　交流に参加した三浦爽太さん（大中１年）は、「普段知ることができないペルーのことが勉強できて良かっ
たです」と話していました。
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山学院大学陸上競技部の原晋監督の講演会
が、２月８日（水）に虹のプラザ「なないろ

ホール」で行われました。今では箱根駅伝優勝常
連校になった青学陸上競技部。ですが、昭和５１年
の５２回大会への参加以降、原監督就任前までは長
らく箱根路から遠ざかっていました。
　講演会では、原監督自身の競技経験や指導経験
から「与えられた環境の中で成長すること」、「他
者の責任にせず、挑戦する覚悟を持つこと」、「自
己の現状分析をし、未来志向で考えることの重要
さ」について語られました。
　参加者は、原監督の経験に基づいた貴重な話に
熱心に聞き入っていました。

内３小学校の同じ学年の児童が一緒に学習するサンサ
ンスタディが、１月２５日（水）に南小で行われました。

　サンサンスタディとは、町内３小学校の児童が太陽のよう
に明るく健やかに育つようにという願いを込めて名付けられ、
これまでは、大石田の名所めぐりやギフチョウ・ヒメギフチョ
ウの観察、自然薯の定植～収穫など、大石田にちなんだ体験
学習を中心に行われてきました。今年度からは、令和９年度
の小学校統合や児童の学力向上・担任の学習指導力向上など

も見据えて、国語や算数などの教科科目の学習を行う「サンサンスタディ教科版」が始まりました。
　慣れない環境のため、どの学年もはじめは少し緊張気味でしたが、アイスブレイクを通して次第に打ち
解け笑顔になり、良い雰囲気の中で考えを伝え合うことができていました。
　参加した児童は、「最初不安だったけど、他の学校の人がたくさん意見を出してくれたので話しやすかっ
たです。アイスブレイクでやった「アドジャン」や自己紹介もあったので良かったです。朗読の時も心を
合わせてできたと思うので良かったです。中学校が楽しみです」と話していました。

町

青

箱根駅伝から学ぶ成長の秘訣語る
青学大陸上競技部　原晋監督講演会

令和９年度小学校統合見据え
サンサンスタディ教科版始まる

南小で米の収穫感謝祭
地域の先生に感謝伝える

の収穫感謝祭が、１月２３日（月）に南小で行わ
れ、５年生児童や地域の住民など１９人が参加

しました。南小では地域と共に歩む学校をテーマに
地域住民（地域の先生）の協力のもと、稲作やそばな
どの農業体験や大黒舞の練習を行っています。
　この日は、児童が米の生育観察をまとめた研究
発表や、大黒舞の披露、手作りおにぎりの振る舞
いなどが行われました。大黒舞を指導したのは木
村和夫さん（下宿・黒滝）と遠藤廣吉さん（下宿・
黒滝）の２人で、おにぎりに使用した米は、横山
地域農地・水・環境保全組織田沢部会（森秀雄会長）
に協力いただき、児童が田植えから脱穀まで行っ
たものです。森会長は「とても美味しいです」と
手作りの料理と児童との交流を楽しんでいました。

米

南 小 児 童 が 和 琴 を 体 験
琴の出前学習が、２月１０日（金）に南小で行
われ、５・６年児童２０人が参加しました。

これは、和琴サークル「琴音サークル」（永登節
子代表）の協力で行われたものです。
　この日は、最初に琴音サークルのメンバーによ
る琴の演奏が行われました。演奏された曲は、「う
れしいひな祭り」や「荒城の月」、「さくら」で、
教室内には琴の華やかな音色が響き渡っていました。
　授業の最後には児童が琴の演奏に挑戦しました。
児童は、初めて触れる琴に苦戦しながらも、楽し
そうに演奏していました。
　小内英海さん（６年）は、「先生方の演奏はす
ごく上手で心に残りました。指導していただいて
ありがとうございました」と話していました。

北村山自作視聴覚教材コンクールで
南小の作品が特選に輝く

４２回北村山地区自作視聴覚教材コン
クールにおいて、南小の令和３年度

４年生が制作した「大石田笑顔満開プロジェ
クト」が特選に選ばれました。
　大変おめでとうございます。
　「大石田笑顔満開プロジェクト」は、「大
石田かるた」を通して町の良さを知った子
どもたちが、町の良さを多くの人に知って
もらうことをテーマにして制作された作品
です。作品では、かるたに読まれた食べ物
や観光名所を訪問して、お店の方や地域の
方にインタビューを行い、研究しています。
　作品は町公式YouTubeチャンネルで見
ることができます。右の二次元コードから
アクセスいただき、ご覧ください。

和

第

▲�動画へのアクセ
スはこちらの二
次元コードから

　（町公式YouTube）

育推進連携講座「一緒にさがそう！ひたろう！
絵本ハンター」が、２月５日（日）に虹のプ

ラザで行われました。これは、県教育委員会が主催
するイベントで、本の読み聞かせやビンゴゲーム、
ものづくりを通して、親子で本に親しんでもらおう
と企画されたものです。
　本の読み聞かせは、子育てサークル「小さなおも
ちゃばこの会」（吾妻満代表）の協力で行われ、メ
ンバーが冬と節分をテーマに２作品を感情豊かに読
み上げました。子どもたちは物語の展開に目を輝か
せながら聴き入っていました。
　最後は工作の時間が設けられ、折り紙や紙コップ
などの定番の工作素材のほか、松ぼっくりなどの自
然素材も使って、親子で楽しく作品を作り上げました。

読

親 子 で 本 に 親 し ん で
一緒にさがそう！ひたろう！絵本ハンター
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保
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
部
活

動
の
指
導
を
し
た
い
場
合
は
学
校
に

申
請
す
れ
ば
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
地
域
で
の
受
け
皿
、
指
導
者
、
施
設
、

大
会
、
会
費
、
保
険
な
ど
の
在
り
方
や
制

度
の
見
直
し
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
り

ま
す
。

　
「
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す
る
検
討

会
議
提
言
」
で
は
、
部
活
動
改
革
の
方
向

は
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
新
た
な
環
境

の
構
築
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
な
ど

に
照
ら
し
て
関
係
者
で
丁
寧
に
協
議
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
個
々
の
課
題
に

つ
い
て
は
、
抽
象
的
な
表
現
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
も
の
も
あ
り
、
地
域
移
行
後
の
か

た
ち
を
現
状
で
想
定
し
て
い
く
に
は
困
難

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
受
け
大
石
田
町
で
も
、
町
の

実
情
に
合
っ
た
持
続
可
能
な
活
動
を
検
討

し
て
い
く
た
め
、「
部
活
動
地
域
移
行
準

備
委
員
会
」
を
設
置
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
う
な
ど
、
検
討
を
は
じ
め
て
い
ま

す
。

　
ま
ず
は
、
休
日
の
部
活
動
か
ら
段
階
的

に
地
域
移
行
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し

ま
す
。

　
目
標
時
期
は
、
令
和
５
年
度
～
令
和
７

年
度
末
を
目
途
と
し
て
、
平
日
の
部
活
動

の
地
域
移
行
は
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
部
活

動
機
会
の
充
実
な
ど
に
も
着
実
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
団
体
等
と
学

校
と
の
連
携
・
協
働
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
中
学
校
の
部
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
生
徒

が
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
に
親
し
む
機
会

を
確
保
し
、
活
動
を
通
し
て
達
成
感
を
得

ら
れ
、
学
習
意
欲
の
向
上
や
責
任
感
、
連

帯
感
を
高
め
る
な
ど
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
以
下
の
背
景
か

ら
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
部
活
動
を
続
け
て

い
く
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

改
革
の
方
向
性

①�

少
子
化
の
加
速
で
生
徒
数
が

減
少
し
た

②�

都
市
部
と
地
方
で
の
地
域
間

格
差
が
拡
大
し
た

③�

教
師
に
と
っ
て
大
き
な
負
担

に
な
っ
て
い
る

大
石
田
町
で
も
…

部
員
数
が
減
少
し
、
部
が
維
持
で

き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

大
石
田
町
で
も
…

一
部
の
種
目
で
は
部
活
動
が
な
い

た
め
、
校
外
（
町
外
）
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
に
所
属
し
て
活
動
し
て
い

る
生
徒
が
い
る
。

大
石
田
町
で
も
…

教
師
の
働
き
方
改
革
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、今
後
、教
員
と
し
て
休
日

の
部
活
動
指
導
は
で
き
な
く
な
る
。

→�

部
活
動
の
種
類
が
確
保
で
き
ず
生

徒
が
や
り
た
い
種
目
が
選
べ
な
く

な
る
、
試
合
形
式
の
練
習
が
で
き

な
い
な
ど

→�

団
体
競
技
で
チ
ー
ム
が
組
め
な
い
、

競
い
合
う
仲
間
が
い
な
い

→�

競
技
経
験
が
な
い
教
師
が
指
導
せ

ざ
る
を
え
な
い
、
休
日
も
含
め
た

部
活
動
指
導
が
求
め
ら
れ
る
な
ど

部
活
動
の
地
域
移
行
に
は

�

ど
ん
な
課
題
が
あ
る
の
？

大
石
田
町
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み

�

を
し
て
い
る
の
？ ▲�クロスカルチャーでバッティング

練習中の野球部

▲虹のプラザ「なないろホール」で練習中の吹奏楽部

▲�中学校部活動の
　地域移行について
　（町ホームページ）

▲遠征試合中のソフトボール部

　
当
面
、
令
和
５
年
度
は
こ
れ
ま
で
と
同

じ
学
校
部
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
６
年
度
以
降
の
部
活
動
の
持
ち
方
は
、

今
後
、
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
協
議

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
準
備
委
員

会
の
議
事
概
要
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
左
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
き
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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　大石田町では、平成２５年度からコミュニティ・スクール制度、令和２年度からは地域
学校協働本部を設置し、一体的な推進に取り組んでいます。

◆コミュニティ・スクール ◆地域学校協働活動

〇ひとつの例として

ねがい

コミュニティ・スクール

子どもたち 地域の方

地域学校協働活動

学校と地域の距離を縮めたい

・�学校教育に地域の意見を
取り入れる

・�大石田町を誇りに思う郷土愛
が育まれた

・�文化や伝統を伝承しようとする
意識が高まった

・「地域の先生」を学校とつなぐ
・地域の方と一緒に活動する

◆コミュニティ・スクールとは
　学校と保護者、地域の方が知恵を出し合い、
学校運営に意見を反映させることで「地域と
ともにある学校づくり」を進める仕組み

〇学校・地域・行政による意見交換
〇子どもの姿を語る「熟議」
〇�「熟議」からうまれた
　あいさつ運動・地域寺子屋

〇地域と学校を結ぶサンサンスタディ
〇多くの人が参加した新春大石田かるた大会
〇自然、文化に触れる放課後子ども教室
　（トムソーヤの冒険など）

◆地域学校協働活動とは
　地域全体で子どもたちの学びや成長を支え
ることで「学校を核とした地域づくり」を目
指し、地域と学校が連携・協働して行う活動 ▲�これまでの活動が評価され、文部科学大臣

表彰を受賞しました！

■大石田学園運営委員会事務局
　教育文化課　学校教育グループ　☎３５－２１１１（内線２５４）

知事知事 若者若者と の地域創生ミーティング地域創生ミーティング 《コミュニティ・スクールと
�地域学校協働活動の取り組みを紹介します》大石田町大石田町

　知事と若者の地域創生ミーティングｉｎ大石田町が、１月１２日（木）に虹のプラザ「中会議室」で開
催されました。このミーティングは、若者が力を発揮できる環境づくりや地域課題、定住促進、地
域の元気創出策などについて、知事と開催地の市町村長と若者が車座になって対話を行い、これか
らの地域創生を考えることを目的として実施されています。
　当日は、町の若者として８名の方に参加いただき、それぞれの活動内容で「こうなったらいいな」
などの希望やその実現に向けての抱負などを発表し、吉村知事が自身の経験や思いを交えながら参
加者とともに町の未来像を語り合いました。
　意見交換の内容は、今後、県のホームページで詳しく紹介されます。ぜひご覧ください。

を開催しました！ｉｎ

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

今野寿洋さん
（鷹巣２）

永登　亘さん
（駒　籠）

織江凛太郎さん
（坂ノ上）

芦野雅俊さん
（小　菅）

久龍花怜さん
（仲　通）

土田徹奈さん
（桂木町）

横山理那子さん
（愛宕町）

三瀧　生さん
（田沢上）

具体的には
？

その他の活
動は？

～　育てよう　大石田町の子どもを　地域の力で　～
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まちとしょまちとしょ

　あなたは山形県や大石田町について、どれくらい知っていますか？３月の中央展示では、郷土の歴史や、県内出身の作家
さん・画家さんの本、県内が舞台となっている本など、郷土に関連する本を集めています。館内閲覧のみの資料もあるので、
ぜひ遊びに来てください！

〜大石田町立図書館　information〜

まってるよ！

今月は、どの 本 を読む？今月は、どの 本 を読む？ 新着本から話題の本・おすすめ本を紹介します！

◆☎35-3877　◆公式ＨＰ　http://niji.town.oishida.yamagata.jp/library
◆�大石田町立図書館蔵書検索システム（WebＯＰＡＣ）から蔵書の検索や貸出状況、新着情報の確認などができます。
利用者登録をしている方は、貸出中の図書を予約することができます。詳しくは図書館にご確認ください。

Web ＯＰＡＣ
ＰＣ・スマホ版

■開館時間　午前９時～午後７時（日曜日・祝日は午前９時～午後５時）　■休 館 日　毎週木曜日（祝日の場合翌日）
　《３月の休館日》２日（木）、９日（木）、１２日（日）～１８日（土）、２３日（木）、３０日（木）

※すべて町立図書館蔵書

『江戸一新』
（門井 慶喜∥著　中央公論新社）

　明暦３年１月、江戸が燃え尽きた「明暦の大
火」。日本史上最大の焼失面積と死者数を出し
たこの大惨事に立ち上がったのは老中・松平伊
豆守信綱だった。その切れ者ぶりから「知恵伊
豆」と呼ばれた信綱は、町奴の長兵衛を「斥候」
として使いながら、「江戸一新」に乗り出し…。

『わたしたちの大石田町
（小学校三・四年生用）』

特別整理期間（蔵書点検）休館のおしらせ
蔵書点検・整理作業のため、下記の日程で図書館を休館します。

休館中の返却は、虹のプラザ入口横にある本の返却ポストをご利用ください。
ご不便をおかけしますが、皆様のご理解とご協力をお願いします。

◆休館期間：３月１２日（日）～３月１８日（土） ７日間

・『土門拳の室生寺』

・『朝日連峰の狩人“朝日の番人”が語る山と動物たち』

・『ヒット商品研究所へようこそ！　
　　「ガリガリ君」「瞬足」「青い鳥文庫」はこうして作られる』

（大石田町教育委員会）

（土門 拳∥著　クレヴィス）

（志田 忠儀∥話　西澤 信雄∥構成　山と溪谷社）

（こうやま のりお∥著　講談社）

『おばあちゃんは猫で
テーブルを拭きながら言った』

（金井 真紀∥著　岩波書店）
　マレーシアでは旅することを風を食べる
と言い、フィンランドではやり方はいくら
でもあると猫を布巾に。発想にびっくり、
教訓に納得。３６言語の心が喜ぶことわざや
文字を、イラストとエッセイで紹介。

　わたしたちが住む大石田町ってどんなところ？
町ではたらく人々やそのくらし、郷土の伝統や
文化などがこの一冊でまるわかり！実際に小学
校で副読本として使われています。（２０２１年刊）

『トンちゃんってそういうネコ』
（MＡYＡ�MＡXX∥さく　汐文社）

　トンちゃんはネコ。ゲンキなネコ。だけ
どトンちゃんには足がひとつない。それで
もトンちゃんは、まいにちたのしくくらし
てる。こどもにもおとなにも手にしてほし
い、生きていくことの本質をえがいた傑作
絵本。読み聞かせにもぴったりです。

『韓国語で推しを語りたい！』
（Ｊoo∥著　大和書房）

　「ＳＮＳで推しにコメントしてみたい！」
「韓ドラで韓国語を学びたい！」チャン
ネル登録者数１９．５万人の人気韓国人
YouTuberによる、“推し活韓国語”や
エンタメを使った具体的な勉強法を楽し
く学べる最強の一冊！

『郷土を知ろう』『郷土を知ろう』中央展示中央展示

　バランスの良い食事は健康づくりの基本
です。栄養が足りないと体力が低下したり、
病気になりやすくなったりするので、必要

バランスの良い食事で
健康長生き！

　新年を迎え、数えで１００歳となった皆さんに、大石田町から賀詞と祝い金が贈られました。
今年めでたく数え１００歳になったのは、大正１３年生まれの以下の３名の方です。
　大変おめでとうございます。これからも元気でお過ごしください。

の皆さんを紹介しますの皆さんを紹介します

数えで数えで １００１００歳歳

押切 敏男さん
（庚申町）

海藤 ハルノさん
（駒　籠）

奥山 シゲイさん
（岩ケ袋）

な栄養をしっかり摂ることが
大切です。
　肉や魚、卵などに含まれる
タンパク質は、筋肉をつくる
もととなり健康を維持するう
えで重要な栄養です。
　意識して食事のバランスを
整えるようにしましょう。
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　着任２年目土田徹奈（つちだゆきな）です。２月４日に誕生日を迎え２３歳になりました！そんな２３歳
前日の節分の日は、邪気を払い無病息災を願った１日でした。
　「節分」にも地域や家庭によって様々な文化や言い伝えがあって、豆まきの時の掛け声といえば「鬼
は外、福は内」が一般的ですが、地域によっては違う掛け声で豆まきが行われていたり、山形県、岩手
県などには、おじいさんとおばあさんが「鬼は内」と鬼を家に招き入れる昔話があります。また、豆ま
きでまく豆も、地域によって違いがあります。関東や関西の多くの地域では大豆をまきますが、雪の多
い北海道や東北・信越地方や、落花生の産地の南九州の一部などでは落花生をまくそうです。山形では
どこのスーパーでも「豆は～でん六♪」でお馴染みの「でん六」がズラリと並んでいますよね！食べた
ら手が止まらなくなってしまうんですよね、大好きです（笑）山形県民で、でん六豆嫌いな人いるのか

■（一財）小原流新庄支部　大石田教室担当　村形京子（京華）
　☎０９０－２０２７－９６８７

※

町
の
公
共
性
や
中
立
性
及
び
そ
の
品
位
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
や
、政
治
・
宗
教
活
動
、

意
見
広
告
及
び
個
人
の
喧け
ん
伝で

ん
に
係
る
も
の
な
ど
は
掲
載
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

雪
景
色
孫
よ
筆
も
ち
里
絵
画

使
は
な
き
部
屋
も
灯
し
て
豆
を
撒
く

心
ま
で
澄
ま
す
青
冬
麗
の
空

身
丈
越
す
豪
雪
村
に
住
み
つ
づ
け

空
き
家
な
る
軒
下
長
く
氷
柱
立
つ

思
は
せ
ぶ
り
二に
ん
月
の
雪
春
あ
け
る

大
寒
波
テ
レ
ビ
の
予
報
ね
こ
視
て
る

雪
の
駅
異
国
の
言
葉
ひ
び
き
け
り

青　
木　
宙　
翁

青　
木　
ミ
サ
女

糸　
　
尾　
　
樫

柏　
倉　
ヤ
ス
子

木　
村　
満
喜
子

星　
川　
紀
一
郎

山　
奥　
Ｇ　
Ｇ

佐　
藤　
一　
郎

あなたのあなたの

文芸欄文芸欄
俳
　
句

お
土
産
に
夫
が
く
れ
た
洋
梨
を
夫
婦
で
分
け
て
食
べ
る
幸
せ

鬼
灯
の
灯
は
あ
か
あ
か
と
灯
り
を
朽
ち
て
葉
脈
の
み
の
袋
に

古
本
の
並
ん
だ
隙
間
か
ら
見
え
る
人
の
間
合
い
に
合
わ
せ
て
動
い
て

雪
降
ろ
し
の
目め

処ど

の
立
ち
た
る
今
朝
は
晴
れ
最
上
川
面も

を
し
み
じ
み
と
見
る

内
臓
を
三
つ
執
ら
れ
て
生
き
て
い
る
五
臓
六
腑
は
と
か
げ
の
し
っ
ぽ

雪
雲
の
切
れ
間
に
の
ぞ
く
三
つ
星
は
千
光
年
の
ひ
か
り
を
放
つ

大
家
族
の
家
に
そ
だ
ち
て
食
ひ
物
の
嗜
好
は
今
も
嫌
ひ
を
知
ら
ず

鈴　
木　
智
恵
美

小　
関　
　
祐
子

小　
玉　
春　
歌

冨　
樫　
榮
太
郎

杜　
　
　
匠　
一

伊　
藤　
哲　
夫

海　
藤　
忠　
男

短
　
歌

９73９73

大石田町地域おこし協力隊コラム大石田町地域おこし協力隊コラム

KOEnoKURA�こえのくら　SNS�フェイスブックで発信中！�Instagram・Twitter�にて「つっちー gram」もよろしく！

な？ちなみに、高知県出身の久龍さんは、「山形県民は豆が好きすぎるとい
う印象を持った」と話していました（笑）
　こえのくらでは、２人で豆まきしました！「鬼は外！福は内！」と賑やか
に響くこえのくらでした！

　伝統文化の継承をねらいとし、子どもの想像力を育み、
花に興味をもってもらうきっかけづくりとして、下記の
とおり「いけばなこども教室」を開催します。ぜひご参
加ください。
◆開 催 日／�４月８日（土）、５月１３日（土）、７月１日（土）、

８月１２日（土）、９月２日（土）、１０月７日（土）、
１１月上旬作品展、１２月２３日（土）

◆時　　間／各日午前１０時～午前１１時
◆場　　所／虹のプラザ「会議室」
◆対 象 者／年長児～小学生
◆参 加 料／１回１，０００円程度
◆募集人数／１０人程度
◆申込方法／�３月３１日（金）まで、電話で下記にお申し込

みください。

　この度、佐藤里美さん（本町）が、　この度、佐藤里美さん（本町）が、
厚生労働大臣より大石田町民生委員・厚生労働大臣より大石田町民生委員・
児童委員を委嘱されました。児童委員を委嘱されました。
　川端地区、二丁目地区、本町地区　川端地区、二丁目地区、本町地区
を担当します。地域住民の方の支援を担当します。地域住民の方の支援
へのつなぎ役を担います。へのつなぎ役を担います。

参加者募集！参加者募集！
小原流 伝統文化いけばなこども教室を開校小原流 伝統文化いけばなこども教室を開校

今月のポイント

日曜・休日急患の当番医
診療時間：午前８時３０分～午後５時３月

日 当番医院名 電　話

５日（日） さかえクリニック （５３）８１８１

１２日（日） おくやま内科医院 （２４）０９８０

１９日（日） 吾 妻 ク リ ニ ッ ク （３５）２０２１

２１日（火） 清 治 医 院 （２３）２１２５

２６日（日） 伊 藤 ク リ ニ ッ ク （２３）３３５０

家族の健康管理に気をつけて

３月の主な行事予定
日 行　事　予　定
２㈭ 第１回町議会定例会（～１３日まで）／議場ほか

６㈪ 母子健康手帳交付・健康相談／午後１時３０分／役場「相談室」

８㈬ 心配ごと相談／午後１時３０分～午後４時／社会福祉協議会
行政相談／午後１時３０分～午後３時３０分／虹のプラザ「小会議室」

１２㈰ マイナンバーカード関係手続き（予約制）／午前９時～正午／
役場「町民税務課」

１４㈫ 大石田中学校卒業式／大石田中学校

１８㈯ 町内小学校卒業式／各小学校

２０㈪ 母子健康手帳交付・健康相談／午後１時３０分／役場「相談室」

２２㈬ 無料法律相談（要予約）／午後１時３０分～午後４時／社会福
祉協議会

２６㈰ マイナンバーカード関係手続き（予約制）／午前９時～正午／
役場「町民税務課」

２７㈪ 農業委員会総会／午前１０時／役場「大会議室」

死亡事故ゼロ死亡事故ゼロ 日目日目
（２月１５日現在）

●発生件数　２件　　（±０件）
●負傷者数　２人　　（±０人）
●死亡者数　０人　　（±０人）

※（　）は前年比

（令和５年１月１日～２月１５日）
大石田町の交通事故発生状況

毎月１日は「大石田町民交通安全行動の日」

※�都合により日程が変わる場合もありますので、事前に
　お問い合わせください。

　路面の凍結やホワイトアウトが　路面の凍結やホワイトアウトが
多発しています。多発しています。
　スピードを控えて安全運転を　スピードを控えて安全運転を
行いましょう。行いましょう。

川端・二丁目・本町地区の川端・二丁目・本町地区の
新しい民生委員・児童委員に新しい民生委員・児童委員に

佐藤里美佐藤里美さんさん
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町の人口 令和５年２月１日現在

世帯数 ２，２４５戸 （±0）

総人口 ６，３１４人 （－８）

男 ３，１４０人 （±0）

女 ３，１７４人 （－８）

（１月中の異動）
出生　3人 転入　１２人
死亡　１２人 転出　１１人
※この人数は外国人も含めたものです。

防災放送の内容を
　電話で確認できます

確認ダイヤル：０２37-４８-８４４４

　防災放送が聞き取りにくい、放送内容
を確認したい等のご意見をいただき、町
では防災放送確認ダイヤルサービスを開
始しました。
　このダイヤルは定時（夕方６時のメロ
ディ等）放送を含め、直近の放送から８時
間以内の内容を順次聞くことができます。

防災情報などを
受け取ることができます。

右の二次元コードを読み
取って友だちに追加して
ください。

登録方法

大石田町公式LINE

友だち登録を友だち登録を
お願いします！お願いします！

大石田町公式アカウント開設

LINEはじめました

■総務課総務グループ　℡３５-２１１１（内線２１８）

ね
こ
の
た
た
り

〜
お
お
い
し
だ
の
と
ん
と
む
が
す
あ
っ
た
け
ど
㉖
〜

　
む
が
す
、
あ
る
ど
ご
ろ
さ
お
寺
が
あ
っ
た
け
ど
。
そ
の
お
寺
さ
、
お
さ

よ
と
い
う
下げ

女じ
ょ

と
一
匹
の
ね
こ
が
い
だ
け
ど
。

　
お
さ
よ
は
和お

し
ょ
う尚
さ
ん
か
ら
、
毎
晩
寝
る
前
に
、
囲い

ろ

り
炉
裏
に
か
げ
で
あ
る

鉄て
つ

瓶び
ん

を
お
ろ
し
て
が
ら
寝
る
よ
う
に
い
い
つ
け
ら
れ
て
い
だ
け
ど
。
お
さ

よ
は
言
わ
れ
た
通
り
、
毎
晩
寝
る
前
に
鉄
瓶
を
お
ろ
し
て
か
ら
寝
た
ん
だ

ど
。
と
こ
ろ
が
、
朝
起
き
て
み
っ
ど
鉄
瓶
は
囲
炉
裏
に
か
が
っ
て
い
だ
け

ど
。
ほ
れ
が
毎
日
続
く
さ
げ
、お
さ
よ
は
和
尚
さ
ん
に
い
つ
も
ご
し
ゃ
が
っ

で
ば
り
い
だ
け
ど
。
不
思
議
に
思
っ
た
お
さ
よ
は
、
皆み

な
が
寝
静
ま
っ
て
か

ら
、そ
っ
と
囲
炉
裏
を
の
ぞ
い
て
み
た
ら
、ね
こ
が
踊お

ど
り
を
踊
り
な
が
ら
、

そ
っ
と
鉄
瓶
を
囲
炉
裏
さ
か
げ
で
い
た
ん
だ
け
ど
。

　
次
の
朝
、
和
尚
さ
ん
か
ら
ま
た
ご
し
ゃ
が
っ
だ
お
さ
よ
は
、

 

「 

わ
た
し
で
は
な
い
っ
す
。
夜
中
に
ね
こ
が
鉄
瓶
を
か
け
だ
の
を
見
だ
っ

す
。」

と
言
う
と
、
ね
こ
が
お
っ
か
な
い
顔
を
し
て
お
さ
よ
を
に
ら
み
つ
け
た
ん

だ
け
ど
。
お
さ
よ
は
お
っ
か
な
ぐ
な
っ
て
、
夜
に
ね
こ
が
ら
悪わ

る
さ
さ
れ
る

ど
お
も
た
ん
だ
ど
。

　
夜
、
お
さ
よ
は
布
団
を
敷
い
た
も
の
の
、
そ
こ
に
は
寝
な
い
で
別
な
部

屋
に
寝
た
ん
だ
け
ど
。
そ
し
て
、
夜
中
に
そ
っ
と
自
分
の
部
屋
を
の
ぞ
い

て
見
だ
ら
、ね
こ
が
出で

刃ば

包ぼ
う

丁ち
ょ
う

を
口
に
く
わ
え
、梁は

り
の
上
に
登
っ
て
い
き
、

包
丁
を
く
わ
え
た
ま
ま
、お
さ
よ
の
布
団
め
が
け
て
跳
ね
て
き
た
ん
だ
ど
。

と
こ
ろ
が
、
お
さ
よ
が
寝
て
い
ね
け
が
ら
、
反
対
に
自
分
に
刺
さ
っ
て
ね

　
こ
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
ん
だ
け
ど
。
お
さ
よ
は
死
ん
だ
ね
こ
を
最
上
川

に
捨
て
だ
け
ど
。

　
そ
し
て
、し
ば
ら
く
た
っ
た
あ
る
日
、お
さ
よ
が
最
上
川
に
洗
濯
に
い
っ

た
ら
、
川
の
ふ
づ
り
に
き
ゅ
う
り
が
一
本
な
っ
て
い
だ
け
ど
。

 

「 

な
え
だ
て
、
こ
だ
な
ど
ご
さ
、
き
ゅ
う
り
な
の
な
っ
て
い
だ
や
ぁ
。」

と
っ
て
食く

う
べ
と
お
も
た
げ
ん
と
ん
不
思
議
に
思
て
、
き
ゅ
う
り
の
根ね

元も
と

を
掘
っ
て
み
だ
ら
、
捨
て
た
ね
こ
が
埋
ま
っ
て
い
だ
け
ど
。

　
か
え
ず
ば
食
っ
た
ら
殺
さ
れ
る
ど
ご
だ
け
ど
。
ね
こ
の
た
だ
り
は
恐
ろ

し
い
も
ん
だ
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
ん
び
ん
す
か
ん
こ　
さ
る
ま
な
ぐ

○
出
典
『
大
石
田
の
と
ん
と
む
が
す
』

　
（
大
石
田
と
ん
と
む
が
す
の
会
編
集
・
発
行
、
二
〇
一
九
年
）

　
町
内
で
昔
語
り
活
動
を
行
っ

て
い
る
大
石
田
と
ん
と
む
が
す

の
会
に
よ
る
お
話
で
す
。

 

『
大
石
田
の
と
ん
と
む
が
す
』
は

町
立
図
書
館
や
町
内
の
各
小
中
学

校
図
書
館
な
ど
に
所
蔵
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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